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■ 日本燃焼学会創立50周 年記念特集■

再録 :燃焼研究第50号 (1979 ) 1

日本燃焼学会詰 第 48巻 143号 (2006年 )

1日会長就任の挨拶

辻  廣

このたびはか らず も,会 員の皆様のご推挙により,日 本燃焼研究会会長 (第 4代 )の 重責 を担 うことにな りました ま こ

とに身に余 る光栄に存 じます 本 会会長 は恒例 として,ThC Chalrman,Thc Japancsc Scction of thc Conbuston lnstitutc(国際

燃焼学会 日本支部動 を兼務することになってお り,浅 学非才の私が よ くこれ らの重責を果たすことがで きるか否か , まこ

とに身心の引き締 まるのを覚 えます

本会 は,1953年 11月 11日 ,燃 焼懇話会 として発足 しましたが,1954年 7月 1日 ,国 際的な燃焼学会の組織であるTllC

Combustion lnshtlltcがアメリカ に設立されたのを機 に, その 日本支部の役割 も兼ねる目的4ゆ 54年 秋, 日本燃焼研 究会

と改名 され,実 質的な学会活動に入 りました 以 来,歴 代会長の矢本 栄先生,疋 田 強先生,功 刀雅長先生をはじめ,先 輩

諸先生方のなみなみならぬご尽力により,本 会は隆昌の一途をた どり,現 在,正 会員約 400名 ,維 持会長 32社 とな り,会

員数 としては アメリカに次いで世界 第 2位 の位置 を占めるようにな りました ま た これに対 応 して,会 員の研究活動 も極

めて活発にな り,皆 様 ご承知の通 り,毎 年 12月 に開催 され る燃焼シンポジウムでの発表論文教 も90篇 近 くに達 し,ま た 2

年毎に開催 され る国際燃 焼シンポジウムで の発表論文数及 び参加者 も増加 してまい りました こ のような活発な研究活 動

は,幸 い外国においても高 く評価 され るに至 り,今 か ら5年 前,1974年 8月 ,第 15回 国際燃焼シンポジウムを日本で開催

することがで きました ことは,ま だ我々の記憶 に新 しい ところであ ります

現在,汚 染物質排 出低減の問題,燃 焼騒音 の問題,さ らにエ ネルギーの有効 利用の問題 に関連 して,燃 焼の問題 は学界

および工業界において非 常に重要な問題 とされ 燃焼に関 する高度の基礎 研究の促進ならび に新 しい各種燃 焼技術の開発

は焦眉の急 となってお ります 今 後,燃 焼研究会の果たすべ き役割 も極めて大 きいものが期待 されています

このような状勢にかんが みまして,燃 焼研究 会 といた しましては,有 能な幹 事の方々のご協 力を得て,各 種講演 討論会

の一層の活発化ぅ機関誌 「燃焼研究 」の充実,国 際交流 の促進 などを柱 にして,学 会活動 を活発に行いた い と考えてお り

ます 会 員各位におかれましても,一 層のご支援, ご鞭撻 を賜 ります ようお願い申 し上げます

(80)


